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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

　第60回熊日金婚夫婦表彰の苓北町内対象者は18
組です。９月11日、町内を代表して岡村貞夫さ
ん・シマ子さんご夫婦が、役
場町長室で表彰を受けまし
た。
　18組のご夫婦へは、10月
に開催する町敬老会で表彰の
伝達が行われます。

　金婚夫婦18組を紹介します。（敬称略）
▼錦戸勝彦・美子▼溝上勝士・ハツエ
▼坂田清人・那美子▼錦戸豊・ミユキ
▼林田登喜男・恭子▼田中美津雄・ヒロミ
▼谷川忠弘・ヒデミ▼平井安彦・誠子
▼佐伯博文・千枝子▼平本義則・フミエ
▼山内明人・千代子▼江頭勝己・靖子
▼錦戸忠・タツ子▼森昭久・敬子
▼岡村貞夫・シマ子▼稲尾正男・静江
▼濱田孝義・節子▼松本良明・惠子
【注】9/11現在で届出のあったご夫婦を掲載しています。

23   広報れいほく ２０１８ ９月号広報れいほく ２０１８ ９月号

町内の金婚夫婦は１８組
　　　　　　　　熊日金婚夫婦表彰

そうめん流しなどでにぎわう　苓北クリニック・がりゅう園夏祭り

　男闘呼塾主催の「夏休みは　将棋、囲碁、
四半的で　楽しく遊ぼう」は、夏休み期間中
に計５回開催されました。（7/25、8/１・
８・22・29）
　計５回でのべ約２５０人の児童らが、将
棋、囲碁、四半的などで塾のメンバーと交
流。四半的を体験した杉本鷹士さん（志岐
小３年）は、「前に（体験）したとき顔に
あたったので怖かったけど、また（挑戦）
できた。的には当たらなかったけど楽しか
った」と話しました。
　最終日（29日）には子ども達の大好き
な、かき氷もあ
り（１００円）、
残り少ない夏休
みの一時を楽し
んでいました。

夏休みは 将棋、囲碁、四半的で
楽しく遊ぼう　　　　 男闘呼塾

表彰を受ける岡村さんご夫妻

そうめん流しを楽しむ参加者ら
（８月25日、がりゅう園屋上）

「よ～く狙って」多くの子ども達が四半的に挑戦していた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８月29日、坂瀬川公民館）
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町の動き
平成30年８月末現在

表紙　第31回熊本県消防操法
大会（9月2日、山鹿市）に出
場した操作員らは、３カ月半
にわたり夜間に練習を行った。
大会を３日後にひかえ気合い
十分？　汗びっしょりになり
ながら、見せた顔はどれも引
き締まっていた。

（8月30日、農村Ｇ駐車場）

カレンダー（主な行事予定）
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３日

　　４日

11日

　17日

25日

苓北夕やけマラソン2018

吟詠「泊天草洋」全国大会

苓北町防災訓練

苓北町産業文化祭（～18日）

関東ふるさと苓北会

※（ ）は前月比

7,300人（－14）
男3,419人（－８）　女3,881人（－６）
世帯数　3,175戸（－７）

　平成31年１月29日任期満了による苓北町長
選挙ならびに平成31年２月４日任期満了によ
る苓北町議会議員一般選挙の選挙期日及び告
示日について、平成30年９月３日開催の苓北
町選挙管理委員会において下記のとおり決定
しましたのでお知らせします。
　なお、立候補者説明会の日時や投票の時
間・場所などは、今後の選挙管理委員会で順
次決定していきます。

■選挙期日（投票日）
　平成３１年１月１３日（日曜日）
■告示日（立候補届出日）
　平成３１年１月　８日（火曜日）

㉄　苓北町選挙管理委員会事務局
☎３５－１１１１　○内２０９
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10 October2018

２日

　　５日

７日

　16日

27日

苓北町区長研修（～３日）

天草西海岸秋の窯元めぐり（～９日）

町民体育祭（志岐・富岡）

苓北町敬老会（～17日）

富岡城お城まつり（～28日）

来年１月13日（日）を投開票日に決定
苓北町長選挙・苓北町議会議員一般選挙

苓北町選挙管理委員会



　熊本県下の消防団員が消防の操作技術などを競う「第３１回熊本県消防操法大会」が９月２日、
山鹿市（カルチャースポーツセンター）で開催され、苓北町を代表して第１分団（坂瀬川地区）か
ら選抜された団員５人が〈小型ポンプ操法〉に操作員として出場した。
　結果は、１１位（２６支部中）と健闘。操作員らは、苓北分署（金子孝行分署長）の久保暁・平田
光指導員の下、５月から約３カ月半にわたり行ってきた訓練の成果をいかんなく発揮した。
　小型ポンプ操法では、ホース３本を延長し放水する。もちろん審査では、放水以外の全体（規律
など）が評価されるが、操作開始から全操作員が素早く動く放水はやはり最大の見せ場である。

　自分は、最初仕事の都合で練習
に行けなかった時期があって、み
んなの輪の中に入っていけるのか
正直不安なところがありました。
しかし、みんなが優しくて、いろ
んな事を教えてもらって、遅れた
部分も少しはとりもどすことがで
きました。
　また、分団の皆さんのサポート
のおかげで、大会ではいい成績を
残すことができました。いろんな
人に支えてもらってできた操法大
会でした。
　ありがとうござました。

　大会出場に向け、訓練に携わっ
てくださった皆さんには本当に感
謝しています。皆さんからご支援
をいただき、操作員達は集中して
訓練に励むことができました。目
標達成には至りませんでしたが、
全員で同じ目標を掲げ努力できた
ことは操作員はもちろんですが、
私たち指導員にとっても大変良い
経験となりました。
　今後また、苓北町消防団の操法
担当をさせていただく機会があり
ましたら、今回の経験を生かし、
より充実した指導を行いたいと思
います。本当にありがとうござい
ました。

　約３カ月半の訓練、大変お疲れ
様でした、操作員５名は、支えて
くれた周りの方々への感謝の気持
ちを忘れず、この経験を今後の消
防団活動をはじめ、人生の糧とし
て成長してくれることを期待して
います。
　多くのご支援・ご協力ありがと
うございました。

　厳しい中で
の訓練、お疲
れ様でした。
この経験を今
後に生かし、
更なる成長を
期待します。
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　　　　　与えられる所要時間は４５秒。や　
　　　り直しのきかない一度きりの４５秒。
　　仕事のかたわら、仲間の消防団員や家族
の支えを受け、この一夏をかけた４５秒だ。

　想像を絶する不安と重圧を受け入れてはじめ
て、人は強くなれるのか。

この夏にかけた５人の若者の力が一つになり、

今まさに、放たれる瞬間を見よ。

第
31
回
熊
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県
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防
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会
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秒
に
、か
け
た
夏
。

45秒に、かけた夏。 第３１回熊本県消防操法大会

それぞれの思い 山下和仁 操作員
　　　　　　　　　（第１分団第２班）

久保　暁 指導員
　　　　　　　　　　　　（苓北分署）

平田　光 指導員
　　　　　　　　　　　　（苓北分署）

金子孝行 苓北分署長

　操法をしていくうえで学んだこ
とを色々なことに生かしていきた
いです。たくさんのご声援、あり
がとうございました。

　自分は仕事の都合でちょくちょ
く休むことがあって、練習でもな
かなか上手くいかないこともあ
り、大会の日が迫ってくるにつれ
不安な気持ちでいっぱいでした
が、分団の皆さんのサポート・指
導員の分かりやすい指導で、何と
か大会では良い成績を残すことが
できました。
　自分では悔いが残っている部分
もありますが、この経験を今後の
消防活動や仕事に生かして頑張っ
ていきたいと思います。
　ありがとうございました。

　怪我から始まり不安しかない中
で操法の練習をしていき、前日の
現地練習でも雨の中でうまくいか
なかったりしたので、本番が始ま
るまで本当に不安しかなかったけ
ど、いざ本番になったらウソのよ
うに不安がなくなり、スムーズに
体が動いて、自分的にはいい動き
ができたのでよかったです。

宮﨑丈一郎 操作員
　　　　　　　　　（第１分団第３班）

田尻浩平 操作員
　　　　　　　　　（第１分団第４班）

　５月末から９月まで約３カ月
半、操法訓練を行いました。私は
４月に苓北町消防団に入り、いき
なり操作員という大役を任されま
した。体力には自信がありました
が、不安の方が大きかったです。
しかし、指導員・消防団員の先輩
方のサポートもあり３カ月半の訓
練が有意義な時間となりました。
　本番ではやはり緊張しました。
この歳になってそういう経験は、
味わうことができないと思いま
す。そして今回その環境の中で
11位に入れたことは非常に価値
があり嬉しく思います。今後の消
防団活動では操法の経験を生か
し、今回の感謝の気持ちを地元へ
の貢献という形で返していければ
と思っています。
　ありがとうございました。

　今回、私は１番員として出場し
ました。長期にわたる訓練でした
が、たくさんの方々に支えられ怪
我もなく無事終えることができま
した。とても感謝をしています。
訓練では、うまくいかないことも
多く挫けそうにもなりましたが、
全員であきらめず本番でも良い成
績を残すことができました。

錦戸誠也 操作員
　　　　　　　　　（第１分団第２班）

尾上奨弥 操作員
　　　　　　　　　（第１分団第１班）

後列左から、平田、宮﨑、田尻、久保
前列左から、尾上、山下、錦戸　（敬称略）

【結果】順位＝11位、点数 80.3点／100点満点中、所要時間＝45秒16
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小
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の
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側
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ま
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苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

　猛暑だった夏の暑さも和らぎ、朝夕はずいぶんと過
ごしやすくなってきました。
　この時季は、夏の疲れから体調を崩しやすく、皮膚
のトラブルや風邪の症状などが、みられることがあり
ます。生活リズムを見直し、バランスのとれた食事な
ど、家庭で出来ることから取り組んでみましょう。９
月の支援センターでは、誕生会やクッキングを楽しみ
ました。
　これから気候も良くなってきますので、気軽に遊び
に来てください。お待ちしています。　

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

　生のままでは子ども達
に少し抵抗のあるトマト
ですが、トマトジュース
を使って、ぱくぱく食べ
られるようにポッキーを
作りました。
　チーズを加えることで
苦手なトマト味もやわら
ぎ、食べやすい味で子ど
も達もたくさん食べてい
ました。

今月の
志岐保育園志岐保育園志岐保育園志岐保育園 人気メニュー

「トマトポッキー」

志岐保育園のお友だち

あぁ～おいしい！

僕、疲れちゃった

赤ちゃん談義に花盛り？

Ｑ：発熱したので、座薬の解熱剤を入れたら、すぐ
にウンチと一緒に出てきました。時間を待たず
に入れ直した方がいいですか？

Ａ：一度入れた座薬は、すぐウンチに出てきても、
どのくらい成分が溶け出して作用しているかわ
かりません。そのため入れ直さずに、６～８時
間以上間隔をあけてから再度入れるようにしま
しょう。

ママたちのＱ＆Ａ

チームぱくぱく

地域で。家庭で。くらしに食育を。
将来を担う子どもたちを“食で育む命の応援団”

10月の共通メニュー

　さつま汁
　　　  （10月12日）

10月の共通メニュー

　さつま汁
　　　  （10月12日）

①ボールに薄力粉、粉チーズ、

塩、ベーキングパウダーを入

れ、中央を凹ませ、オリーブ

油とトマトジュースを入れ

ます。手で混ぜていき、２～

３分こね、まとまったら、ラ

ップに包み冷蔵庫に３０分

ほどねかせます。

②台に打ち粉をふり、麺棒で

２０cm×３０cm の長方形に

のばします。

③１５ cm くらいの長さで７～

８mm の棒状に切ります。オー

ブントースターの受け皿に

並べて、８分ほど焼きます。

作り方

苓北町歴史資料館へ出かけませんか。☎35-0712（休館日は毎週木曜日）

う

材 料（４人分）

薄力粉
粉チーズ
塩
ベーキングパウダー

オリーブ油
トマトジュース
打ち粉

･･････････１５０㌘
････････４０㌘

･･･････････小さじ１／２

･･････小さじ１／２
･･･大さじ３
･･･６０ml

････････････適量

図２　百間土手の石垣F箇所 図１　百間石垣と東側小山の石垣

図３　石垣32　実測図

写真１　復元された石垣36②・石垣32 写真２　明治時代の石垣36②

図３-１
石垣32-1
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問問

問問

問問

問問

（以下、壽男さんが書かれた原稿を元に、加筆修正したも
のです）

　私は、天草市の有明町出身で山下家の５人兄弟（男４人、
女１人）の次男坊として生まれました。
　子供の時は、川で魚釣りやウナギ取り、山で松茸取りや
小鳥を追いかけたりし、夏休みには海水浴など、有明町の
大自然の中で育ちました。
　休日には、母が一人で切り盛りしていた、田の草取りや
稲刈りを兄弟で手伝いをしたことも思い出として残ってい
ます。
　空襲警報、分散教育、戦後の食糧難などで落ち着いて勉
強はできませんでしたが、上津浦小学校、天草中学校、天
草高校と進学しました。
　その後、熊本大学教育学部（短大過程）に入学し、今ま
での苦労が嘘のような自由な学園生活を送りました。
　熊大修了後は、教員になり天草郡内の１０校を回りました。
教員の時は、部活の応援のために熊本市内まで応援に行っ
たことなど楽しい思い出ばかりです。純粋で素直な子供の
心に応える為に、徹夜をしたこともあります。家庭を持っ
たり、出世した教え子達の近況を聞くと、自分のことのよ
うに嬉しいです。教え子達のことは今でも応援しています。
　退職後は、下記のような活動をしました。
　①郷土の副読本「わたしたちの苓北町」を退職校長会員
５名と現職校長（当時）１名とで作成。
　②高校時代の友人４名とで、月に１回、お食事会や小旅
行などで家族ぐるみのお付き合い。
　③町の花いっぱい運動に加わり、フラワー山陽の係（結
成以来２０年数年）として、花のお世話。
　この他にも、クーラーボックス一杯のアジを釣ったり、
ウニ取りを楽しんだり、自然に恵まれた富岡での生活を満
喫しています。
　家の東は、富岡湾、西には頼山陽も心にとめた夕日があり、
富岡に住んでいることを嬉しく思います。
　これからは、体が動くことに感謝をしながら、好きなス
ポーツ観戦や孫・教え子・花たちの成長を見守りたいと思
います。

　　好きな食べものは？
私たちの成長期は、お菓子も無く、芋や鰯で育った時代のた
め、嫌いな食べ物がありません。噛み難いので、固い肉が苦
手なぐらいです(笑)
強いて上げるなら、魚と果物です。
小さい時から、魚が大好きで、今でも刺身を毎日のように食
べます。
果物は、桃・柿・ブドウなど季節の果物を毎年、楽しみにし
ています。今後も季節の果物を楽しみに長生きしたいと思っ
ています。

　　好きな女性のタイプは？
妻のような、主人になる人を立て、笑顔で優しい人です。
妻の和子とは、都呂々小学校に赴任している時にお見合いで
知り合いました。
息子１人、娘１人の子宝にも恵まれ、孫も２人生まれ幸せな
家庭を築けました。
これからも健康で仲良く暮らしていきたいと思います。

　　もし生まれ変わったら？
子供のころの夢である、パイロットになり、世界中を飛び回
ってみたいです。
戦時中に育ちましたので、飛行機が身近にあったこともある
のでしょうが、今でも憧れを抱いています。

　　私の健康法
早寝早起きや、魚・野菜をバランス良く食べるなど食に気を
使っています。
また、じっとしているのが嫌な性格ですので、花の世話など、
気が付いたら体を動かしていることも健康法なのではないか
と思います。
相撲や野球のテレビ観戦などの楽しみも持っていることもこ
の年まで生きてこれた要因ではないかと思います。

　８月１８日（土）、ひとり親家庭で中学生までの子ど
もと保護者を対象に「親子ふれあい旅行」を実施しまし
た。今年は、１４家族３４人を招待、運営スタッフを加
え、４６人の参加者で、阿蘇猿回し劇場・阿蘇ファーム
ランドへ行ってきました。沢山の動物達とふれあい、と
ても楽しい旅行となりました。
　参加した坂瀬川小学校６年生の野﨑龍光くんの感想
文です。
　「僕は、お母さんと一緒に阿蘇へバス旅行に行きまし
た。朝早くに折山バス停でバスを待っていたら、バスが
来ました。そして、バスに乗り込んで阿蘇に向けて出発
しました。バスの中では、ガイドさんが僕達を盛り上げ
てくれて楽しかったです。
　１０時過ぎに猿回し劇場に着きました。そこでは、猿
が階段から階段へ飛び移ったり竹馬に乗ったり、ボール
に乗って橋を渡ったりして、すごい芸を見せてくれまし

教員歴３９年！　家族、教え子、友人達に
慕われるGreat Teacherの登場です！！

No.210

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ
心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

もり 　  た とし　　お

（昭和７年１２月１１日生まれ）満８５歳　三丁目在住
森田壽男 さん

た。僕は、猿は頭が良いなと思いました。
　次に阿蘇ファームランドに行きました。昼ご飯を食べ
てから、動物達にエサをやりに行きました。カピバラ・
やぎ・羊・犬・うさぎ・ハムスターなど、可愛い動物達
が沢山いました。
　とても楽しくて、思い出に残る一日でした。また行き
たいと思いました」

　９月８日（土）、ホテルアレグリアガーデンズ天草
にて７市町民生委員児童委員協議会災害時相互応援協
定締結式が開催されました。
　この協定は、島原市・南島原市（長崎県）、益城
町・天草市・上天草市・苓北町（熊本県）、長島町
（鹿児島県）の管内において、大規模災害が発生し、
各民生委員児童委員協議会の支援活動がままならない
状況に陥ることを想定し、相互間の応援を円滑に行う
ことを目的としています。

【応援内容】
①応援民生委員・児童委員の派遣
②災害発生時の要援護者の安否確認及びニー
ズ把握
③災害避難所で生活をされている要援護者に
対する情報の提供、収集及びニーズ把握
④災害避難所の関係者との連携による応援活
動
⑤仮設住宅で生活を行う要援護者の安否確
認、必要な支援の調査及び確保
⑥その他、応援活動を行うために必要な事項

 災害時は、７市町の民生委員が協力して対
応します。

「阿蘇猿回し劇場・阿蘇ファームランド」へ行ってきました

親子ふれあい旅行

（民児協通信）
長崎・熊本・鹿児島７市町民生委員児童委員
協議会災害時相互応援協定を締結しました！

教員になりたての壽男さん教員になりたての壽男さん 花いっぱい運動の仲間たち花いっぱい運動の仲間たち

飛び移る猿（猿回し劇場）飛び移る猿（猿回し劇場）

町内

８９   広報れいほく ２０１８ ９月号広報れいほく ２０１８ ９月号

りゅうこう

７市町の民児協会長と天草市長７市町の民児協会長と天草市長
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坂瀬川保育園 しろ・きい・もも ぐみ　のおともだち

総務課広報係
☎３５－１１１１
　３５－２４５４

都呂々小学校 ２・３年生 　 男子３人（２年生）、女子２人（３年生）　　担任：佐藤 浩子先生

学
校
自
慢

1011   広報れいほく ２０１８ ９月号広報れいほく ２０１８ ９月号

この欄は、みなさんと一緒につくるページです。楽しい行事やご要望など、お気軽に広報係へ
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な
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九
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句
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よ
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小
学
生
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作
文

９月１日に、運動会が行われました。今年のテーマは
　“笑顔の絆・みんなが楽しむ・平成最後のうんどうかい”
　　　　　　総勢36名、笑いあり、涙ありの楽しい運動会でした！

９月１日に、運動会が行われました。今年のテーマは
　“笑顔の絆・みんなが楽しむ・平成最後のうんどうかい”
　　　　　　総勢36名、笑いあり、涙ありの楽しい運動会でした！
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クラスから先生へ　いつも笑顔でがん
ばっていますね。字が丁寧なので、ま
ねしたいです。給食は五分で食べるく
らい速いので、足も速くなってくださ
い。

クラスから先生へ　いつも笑顔でがん
ばっていますね。字が丁寧なので、ま
ねしたいです。給食は五分で食べるく
らい速いので、足も速くなってくださ
い。

クラスの自慢　二年生３人、三年生２人の複式学級です。
明るい二年生としっかり者の三年生で、毎日楽しく過ごしています。
クラスの自慢　二年生３人、三年生２人の複式学級です。
明るい二年生としっかり者の三年生で、毎日楽しく過ごしています。
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「たのしかった うんどう会!!」「たのしかった うんどう会!!」

「カナダで さいこうの夏休み」

手作りしたうんどう会の掲示板

︵
﹁
特
別
企
画 

な
ぎ
さ
句
会
︑
５
０
０
回
﹂
は
16
︑
17
㌻
へ
︶

は　話を良く聞き、よく考える
な　なかよくがんばる
ま　まけない心と体
る　ルールを守って楽しく
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に
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ル
ポ
特
別
編
！
と
し
て
、
8
月

21
日
〜
26
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
随
行
し
て

き
た
様
子
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

ル
ポ 

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
涙
、
の
訳
」

　

台
風
19
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
中
、
１

日
早
く
新
幹
線
で
東
京
入
り
す
る
こ
と
に
し

た
。
熊
本
駅
。
車
い
す
、
大
き
い
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
２
つ
と
自
分
の
荷
物
を
持
ち
新
幹
線
乗

り
場
へ
。
12
時
35
分
発
へ
乗
車
、
博
多
駅
で

乗
り
換
え
る
。
品
川
駅
に
下
車
し
た
の
が
18

時
30
分
頃
。
19
時
頃
に
は
ホ
テ
ル
へ
着
く
も

…
…
、

　

二
人
と
も
―
、
す
で
に
ヘ
ロ
ヘ
ロ
。

　

11
時
か
ら
動
き
出
す
。
正
午
頃
か
ら
一
日

中
羽
田
空
港
に
て
待
機
。
23
時
頃
、
に
っ
ぽ

ん
の
宝
物
事
務
局
と
合
流
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
行
き
の
便
に
便
乗
し
た
。

（
や
っ
と
だ
）

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
少
し
余
裕
の
出
た

荒
木
は
、
小
野
さ
ん
に
抱
負
を
聞
い
た
。

―
世
界
大
会
に
向
け
て
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
！

「
正
直
、
か
な
り
緊
張
し
て
も
う
す
で
に
苓

北
に
帰
り
た
い
（
笑
）
。
し
か
し
、
チ
ャ
ン

ス
を
い
た
だ
い
た
の
で
今
ま
で
の
練
習
の
成

果
と
、
そ
し
て
、
自
分
の
商
品
を
信
じ
て
が

ん
ば
り
た
い
」

　

６
時
。
世
界
有
数
の
ハ
ブ
空
港
で
あ
る
チ

ャ
ン
ギ
国
際
空
港
に
到
着
。
羽
田
空
港
と
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
広
さ
、
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
な
施
設
内
。
初
め
て
の
入
国
審
査

に
２
人
と
も
か
な
り
緊
張
。
タ
ク
シ
ー
で
宿

泊
す
る
ホ
テ
ル
へ
。
苓
北
と
は
か
け
離
れ
た

ビ
ル
群
と
迫
力
満
点
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
街

並
み
に
唖
然
と
す
る
２
人
。

（
眠
ら
な
い
街
と
は
こ
の
こ
と
か
！
）　

　

午
前
の
う
ち
に
ホ
テ
ル
に
荷
物
を
預
け
、

14
時
か
ら
大
会
会
場
と
な
る
シ
ャ
ン
グ
リ
・

ラ
に
移
動
し
会
場
の
設
営
及
び
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
う
。
最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
練
習
。
小
野
さ

ん
の
顔
つ
き
も
引
き
締
ま
っ
て
き
た
。
プ
レ

ゼ
ン
を
通
し
で
行
い
、
細
か
い
修
正
箇
所
の

指
摘
を
受
け
リ
ハ
ー
サ
ル
終
了
。

　

ホ
テ
ル
に
帰
宅
し
た
荒
木
。
無
謀
に
も
夜

の
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
に
戦
い
を
挑
み
に
行
く
荒

木
…
…
。
結
果
は
如
何
に
？

　

グ
ラ
ン
プ
リ
当
日
。
魔
女
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
衣
装
の
小
野
さ
ん
、
か
な
り
緊
張
し
て
い

ま
す
。
8
時
30
分
に
グ
ラ
ン
プ
リ
会
場
へ
移

動
。
会
場
で
の
最
終
確
認
。
11
時
半
頃
、
グ

ラ
ン
プ
リ
が
始
ま
っ
た
（
当
日
の
グ
ラ
ン
プ

リ
の
様
子
は
、
日
本
の
宝
物
公
式
F
B
ペ
ー

ジ
で
生
配
信
さ
れ
、
４
事
業
所
〈
高
知
１
・

島
原
１
・
熊
本
２
〉
が
出
場
し
た
）。　

　

洋
菓
子
店
H
a
n
a
の
プ
レ
ゼ
ン
順
は
ト

リ
。
苓
北
町
で
生
産
さ
れ
た
イ
チ
ジ
ク
の
デ

ザ
ー
ト
を
出
品
。
世
界
大
会
で
は
シ
ャ
ン
グ

リ
・
ラ
の
シ
ェ
フ
が
考
案
し
た
コ
ラ
ボ
メ
ニ

ュ
ー
で
審
査
に
臨
む
。

　

審
査
の
結
果
は
…
…
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
逃
す
も
、
見
事
、
「
ベ
ス

ト
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞

し
た
！

―
率
直
な
感
想
を
！

「
自
分
自
身
、
ま
だ
未
熟
な
部
分
が
あ
る
と

感
じ
て
い
た
の
で
、
東
京
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

行
き
が
決
ま
っ
た
後
も
、
他
に
ふ
さ
わ
し
い

人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
悩
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
思
い
切
っ
て
参
加
し
た
こ
と
で
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

―
こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
ま
で
に
大
変
だ
っ
た
こ

と
は
？

「
子
供
も
ま
だ
３
歳
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

子
育
て
と
グ
ラ
ン
プ
リ
の
準
備
と
の
両
立
が

と
て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
子
供
に
は

頑
張
っ
た
お
母
さ
ん
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
将
来
大
き
く
な
っ

て
、
こ
の
と
き
の
頑
張
り
を
分
か
っ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

―
子
育
て
も
あ
り
、
日
頃
の
お
店
の
営
業
と

大
変
お
忙
し
い
中
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
出
場
。

な
ぜ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
頑
張
れ
た
？

「
な
ぜ
頑
張
れ
た
の
か
、
一
番
は
今
回
の
グ

ラ
ン
プ
リ
の
出
場
に
あ
た
っ
て
、
町
内
の
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
応
援
の
お
言
葉
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
苓
北
は
い
い

素
材
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
そ
の
い
い
素

材
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
仕
方
を
知
ら
な
い
方
が

多
い
と
感
じ
て
い
て
、
今
回
の
に
っ
ぽ
ん
の

宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の

事
業
所
さ
ん
に
こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
挑
戦
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
結
果
発
表
の
際
の
悔
し
涙
の
訳
は
？

「
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
ら
に
は
、
正
直
結

果
を
残
し
た
か
っ
た
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し

た
よ
う
に
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
の
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
対
し
て
の
申
し
訳
な
さ
と
悔

し
さ
が
先
に
出
て
き
て
、
泣
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
本
当
に
悔
し
い
で
す
」

　

世
界
大
会
出
場
４
事
業
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
市
場
の
現
状
や
現
地
の
商
品
開
発
に
つ
い

て
学
ぶ
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
に
参
加
。

　

午
前
中
に
は
、
流
通
・
販
路
拡
大
等
の

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
講

演
い
た
だ
く
。
そ
し
て
午
後
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
売
店
を
訪
問
し
、
商
品
開
発

に
つ
い
て
新
た
な
視
点
を
学
ぶ
。

　

荒
木
は
昼
の
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
に
再
度
挑
む

…
…
。

　

10
時
頃
、
羽
田
空
港
に
到
着
。
13
時
の
熊

本
空
港
行
き
に
乗
り
、
熊
本
へ
帰
熊
、
帰
町

し
た
。

　

洋
菓
子
店
H
a
n
a
と
い
う
小
さ
な
洋
菓

子
店
が
、
世
界
の
舞
台
に
立
ち
、
m
a
d
e 

i
n 

R
E
I
H
O
K
U
の
商
品
で
世
界
に
挑

み
、
世
界
に
通
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明

し
た
と
、
強
く
思
い
ま
す
。
「
や
る
か
ら
に

は
結
果
を
残
し
た
か
っ
た
。
応
援
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
に
申
し
訳
な
い
。
本
当
に
悔
し

い
」。
最
後
は
笑
顔
で
終
わ
る
と
ば
か
り
思

っ
て
い
た
僕
に
と
っ
て
、
メ
イ
ク
が
崩
れ
る

ほ
ど
の
悔
し
涙
を
流
し
た
小
野
さ
ん
の
姿
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
も
、
並
々

な
ら
ぬ
気
概
を
胸
に
今
大
会
に
臨
ま
れ
て
い

た
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
の

明
る
さ
と
、
大
会
ス
タ
ッ
フ
や
出
場
チ
ー
ム

の
方
々
へ
の
立
ち
振
る
舞
い
に
、
地
域
グ
ラ

ン
プ
リ
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
勝
ち

上
が
っ
た
「
洋
菓
子
店
H
a
n
a
・
小
野
紗

知
」
の
真
の
強
さ
を
感
じ
た
の
で
し
た
。

「
僕
か
ら
す
れ
ば
商
品
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
レ

ゼ
ン
も
1
0
0
点
、
2
0
0
点
満
点
で
す
！
」

　

洋
菓
子
店
H
a
n
a
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
・
写
真
提
供
＝
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物

事
務
局
、
編
集
＝
総
務
課
）

1213   広報れいほく ２０１８ ９月号広報れいほく ２０１８ ９月号

8
月
21
日 

火
曜
日

8
月
22
日 

水
曜
日

8
月
23
日 

木
曜
日

8
月
24
日 

金
曜
日

8
月
25
日 

土
曜
日

8
月
26
日 

日
曜
日

【
あ
と
が
き
】

グランプリ当日の小野紗知さん

作品名「魔女と天
使のデザートテリ

ーヌ」

洋菓子店Hana
（小野紗知さん、志岐・釜）

made in REIHOKU を世界でＰＲ！

祝 

ベ
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
賞

　日本の地方に存在する、隠れた価値ある地場産品
を使った新商品を競うコンテスト、「にっぽんの宝
物グランプリ」。地域グランプリ、そして、日本グ

　日本の地方に存在する、隠れた価値ある地場産品
を使った新商品を競うコンテスト、「にっぽんの宝
物グランプリ」。地域グランプリ、そして、日本グ
ランプリを勝ち上がり世界大会への切符を手にした
「洋菓子店Hana」。
ランプリを勝ち上がり世界大会への切符を手にした
「洋菓子店Hana」。

　マーライオンがそびえ立つシンガポールで、世界
に挑んだ――。随行した役場職員が伝える、ちょっ
ぴり感動のショートストーリー！

役場のしごと【海外出張ルポ特別編！】

（シャングリ・ラ＝シャングリ・ラ ラサ セントーサ リゾート＆スパ）



まちのわだい｜TOWN TOPICS｜｜TOWN TOPICS｜まちのわだい

1415   広報れいほく ２０１８ ９月号広報れいほく ２０１８ ９月号

○高校生が就職模擬面接を体験！
　拓心高校マリン校舎の生徒16人が本番さながら
の面接を体験しました。グループ面接を体験した
山本愛さん（栽培食品コース・都呂々）と平道賢
斗さん（海洋航海コース・本渡）。「想定してい
ない難しい質問もあった」（山本さん）、「アド
バイスされたことを本番までに練習して改善した
い」（平道さん）と、気を引き締めていました。

○ミニバスケットボール大会
【大会結果】
▼優勝　　志岐小学校Ａ
▼準優勝　都呂々小学校Ａ
（決勝戦のスコアは21対20。参加チームは、坂瀬川、
志岐Ａ・Ｂ、都呂々Ａ・Ｂ、天草、五和Ａ・Ｂの計８
チーム）

　ソフトテニス競技の平成30年度国民体育大会出場を
決める第38回九州ブロック大会（８/18・19、鹿児島
県）において、荒木翔選手（苓北中卒・HY-プロジェ
クト所属）と西川智選手（坂瀬川中卒・マツダ所属）
のダブルスペアが出場した熊本県が見事代表権（成年
男子）を獲得しました。２選手は、10/７・８、福井
市で行われる「第73回 国民体育大会」に出場します。
　また、マツダ所属の西川智選手は、９/８・９に静
岡県で開催され、307ペアが出場した「第46回 全日本
社会人ソフトテニス選手権大会」において準優勝の好
成績をおさめたとのことです。
　両選手の国体での活躍が期待されます。

　「平成30年度 童話発表苓北大会」は９月４日に都
呂々小学校であり、町内４小学校の代表８人が出場し
ました（各校２人）。
　優秀賞に輝いたのは、『ゆずちゃん』を発表した志
岐小６年の山口世怜奈さん。山口さんは、町の代表と
して９月８日に上天草市で開催された「第57回童話
発表天草地方大会」に出場しましたが、惜しくも県大
会出場とはなりませんでした。
　苓北大会の発表者などを紹介します。（敬称略）

ソフトテニス、町出身選手の活躍光る
平成30年度国体出場など

　坂瀬川和田区の「和田防災会」では８月29日、
区民約60人が参加して消火栓からの放水などの
自主防災訓練を実施しました。
　錦戸久幸区長によると、「放水訓練は区民の
要望もあって７，８年振りに実施した」とのこ
と。ホースの結合を体験した田尻和子さんは
「貴重な体験ができました。（元消防団の方
に）仕方を教わったので、初めてだったがそれ
ほど難しくなかった」と話しました。

　たんぽぽホールの「おはなし劇場」が８月23日、志岐集会所で
ありました。国照寺保育園の学童（楽笑児童クラブ）では、『び
ょうぶのトラ』の寸劇を披露。トラの絵は、先生が描いた下絵に
子ども達みんなで、トラのしま模様をクレヨンでぬって完成させ
ました。「２週間楽しく練習して、練習以上にできて良かったで
す」。先生はほっとした様子でした。
　おはなし劇場は、今回で１７回目とのことです。

消火栓からの放水訓練などを実施
和田区自主防災会

１７回目の「おはなし劇場」　　　　　たんぽぽホール

将
来
を
担
う
地
域
の
子
ど
も
達
を
支
援
す
る
活
動

西
天
草
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

生徒も面接官も真剣そのもの（９月４日、拓心高校マリン校舎）

競り合う志岐・坂瀬川小の選手ら（９月８日、都呂々小体育館）

ホース結合を教わる和田区の皆さん（８月２９日、国道沿いの歩道）

西川智選手（左）と荒木翔選手（右）
（写真提供＝町ソフトテニス協会）

上）国照寺保育園学童さん手作りのトラの絵
左）たんぽぽホールの皆さん
　　　　　　　　　　　　　  （８月23日、志岐集会所）

『題名』
氏名（学校名・学年）

『ゆずちゃん』
山口世怜奈（志岐・６）

『おばあさんのしんぶん』
山口翔生（都呂 ・々５）

『いるかのＫちゃん』
梶山しずく（富岡・４）

『びんぼうがみとふくのかみ』
德毛駕空（坂瀬川・１）

が  くしょうせい えみりい
『おばあさんのしんぶん』

時田笑里（志岐・４）

『松の子 ピノ 音になった命』
川原理瑚（富岡・６）

『山のいのち』
金子晴飛（坂瀬川・６）

『あの日をわすれない はるかのひまわり』
松本芽依（都呂 ・々６）

山
口
世
怜
奈
さ
ん︵
志
岐
小
６
年
︶に
優
秀
賞
！

　４
小
学
校
か
ら
８
人
が
出
場
　
　
　
平
成
30
年
度 

童
話
発
表
苓
北
大
会

せ   

れ   

な

はる とり  こ め  い

（写真＝９月４日、都呂々小）



　

苓
北
な
ぎ
さ
句
会
は
昭
和
47
年
発
足
以

来
、
会
員
の
入
れ
か
わ
り
は
あ
り
ま
し
た

が
、
一
度
の
休
会
も
な
く
今
年
の
６
月
に
五

百
回
を
迎
え
、
故
・
宮
﨑
波
及
先
生
の
ご
縁

で
な
ぎ
さ
句
会
を
ご
指
導
頂
い
て
い
る
尼
崎

在
住
の
前
田
野
生
子
先
生
（
か
つ
ら
ぎ
特
別

同
人
）
に
序
文
と
あ
た
た
か
い
選
評
を
頂
き

９
月
に
「
五
百
号
記
念
自
選
句
集
」
を
刊
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
選
の
拙
い
句
集
で
は
あ
り
ま
す
が
、
苓

北
の
美
し
い
自
然
と
郷
土
の
歴
史
を
詠
み
、

各
自
生
活
の
一
部
分
を
切
り
と
っ
た
思
い
の

あ
る
句
が
並
び
ま
し
た
。

　

会
員
の
い
る
各
公
民
館
に
配
布
し
て
あ
り

ま
す
の
で
是
非
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
員
は
た
だ
い
ま
16
人
で
、
95
歳
を
筆
頭

に
皆
和
気
あ
い
あ
い
と
絆
を
深
め
、
良
き
集

い
の
場
と
し
て
月
１
回
の
例
会
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
俳
句
に
興
味
の
あ
ら
れ
る
方
は
一

度
句
会
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
５
年
余
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
は
作
り
方
も
季
語
も
解
ら
ず
苦
労
し

ま
し
た
。
今
は
月
１
回
の
句
会
は
何
が
あ
っ

て
も
、
楽
し
み
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

　

俳
句
が
詠
む
人
に
よ
っ
て
、
同
じ
場
を
詠

む
の
に
、
違
う
事
・
季
語
の
中
に
考
え
方
・

見
方
・
人
生
の
深
み
―
が
入
っ
て
い
る
事
を

知
り
ま
し
た
。
道
畑
に
咲
い
て
い
る
草
花
に

目
を
と
め
、
暮
ら
し
て
い
る
天
草
の
自
然
に

感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の

場
を
頂
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
「
毎
月
５
句
作
れ
ば
良
い
の
よ
」
と
誘
わ

れ
、
な
ぎ
さ
句
会
に
参
加
し
て
５
年
。
今
回

の
五
百
号
記
念
自
選
句
集
は
嬉
し
い
ご
ほ
う

び
の
様
で
す
。

　
「
毎
月
５
句
」
と
は
い
え
、
句
会
前
夜
は

歳
時
記
と
に
ら
め
っ
こ
。
何
と
か
作
っ
た
句

に
選
句
で
票
が
入
っ
た
時
の
喜
び
（
ヤ
ッ
タ

ネ
！
）
他
の
方
の
句
に
感
銘
を
受
け
た
り
、

選
句
の
合
間
の
含
蓄
の
あ
る
談
笑
な
ど
、
毎

回
の
句
会
は
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

　

日
々
新
た
句
作
続
け
む
吾
亦
紅

　

入
会
し
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
俳
句
は
一
度
も
作
っ
た
こ
と
が
な

く
、
広
報
れ
い
ほ
く
に
載
っ
て
い
る
俳
句
を

目
に
し
て
、
気
持
ち
を
俳
句
に
表
せ
る
人
を

羨
ま
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

知
人
に
背
中
を
押
さ
れ
不
安
な
が
ら
入
会

し
ま
し
た
が
、
今
は
月
１
回
の
句
会
で
い
ろ

ん
な
方
の
俳
句
に
出
会
え
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
数
多
く
の
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が

ら
、
俳
句
に
出
会
え
た
こ
と
を
感
謝
し
つ

つ
、
楽
し
く
暮
ら
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

五
百
号
記
念
自
選
句
集
『
な
ぎ
さ
』
発
行

記
念
句
会
の
模
様
を
取
材
し
て
頂
き
、
記
者

Ｍ
氏
に
も
選
句
を
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

75
句
の
中
か
ら
12
句
を
取
り
上
げ
、
披
講

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
流
石
記
者
氏
の
選

句
に
感
心
し
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
広
報
れ
い
ほ
く
を
通
じ
、
な
ぎ
さ

句
会
を
末
長
く
愛
読
頂
け
れ
ば
会
員
の
励
み

と
な
り
、
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　五百号記念自選句集『なぎさ』発刊をお祝いすべく、な
ぎさ句会九月例会（９月３日）にお邪魔した。句会では、
代表の田中美津子さんはじめ、皆さんの手ほどきを受けな
がら、見よう見まねで「選句」を体験。75句から12句を
選び、「溝上選…（選んだ句を読み上げる）…」という具合
で発表した。１句発表するごとに作者が「（作者）です」
と自己申告、作者とともに、評価の高い句の票数が判明す
る仕組みだ。
　選ぶ。という作業が殊の外むずかしい。悠長に選んでい

てはダメであろうと空気を読み、流れに身を任せ、虚心坦
懐で臨むことに。
　一句一句が記者に訴えかける。
　薄々感じてはいたが、俳句と写真は似ているのだと思
う。句に浮かぶ情景・心の機微・共感・想像―は、まさし
く記者が写真で表現したいと思う、そのものなのだ。加え
て句を作るということも、記事を書くということに似てい
るのかもしれない。
　いつのまにか記者は、句を写真へ―、句を写真のタイト
ルへ―、と変換し選句していたようである。　　
　貴重な体験と思いがけないお言葉に感謝し、同会の今後
末長い発展を祈念申し上げる。　　　（広報係＝溝上基）

1617   広報れいほく ２０１８ ９月号広報れいほく ２０１８ ９月号

田
中
美
津
子
さ
ん
（
中
通
・
句
会
代
表
）

金
子
か
を
る
さ
ん
（
中
）

宮
﨑
　
益
美
さ
ん
（
川
向
）

三
原
　
千
秋
さ
ん
（
馬
場
）

阪
本
　
礼
之
さ
ん
（
浜
之
町
）

『なぎさ』五百号記念自選句集五百号記念自選句集

本年9月刊行！　苓北の美しい自然と歴史、生活の一部を
切りとった思いのある句が並ぶ――
本年9月刊行！　苓北の美しい自然と歴史、生活の一部を
切りとった思いのある句が並ぶ――

― 会員皆さんに寄稿いただきました ―

五百号記念自選句集『なぎさ』

記者も句会（選句）を体験！

ひ　
こ
う

は
き
ゅ
う

五百号記念自選句集『なぎさ』を手にする句会の皆さん（９月３日、坂瀬川公民館）

特別企画
なぎさ句会、500回 昭和４７年発足「なぎさ句会」、本年６月で五百回に到達！　

会員からの寄稿文と記念句会の様子をリポート

特別企画　なぎさ句会、500回



　

が
ん
の
原
因
は
１
つ
だ
け
で
な
く
、
複
数

の
要
因
が
関
連
し
て
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
は
生
活
習
慣
・
環
境
と
の
間
に
深
い
関

わ
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
誰
で
も
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
、
が
ん
予
防
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
生
活
習
慣
と
は
、
「
禁
煙
」
「
節

酒
」
「
食
生
活
」
「
身
体
活
動
」
「
適
正
体

重
の
維
持
」
の
５
つ
で
す
。
こ
の
５
つ
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
は
ほ

ぼ
半
減
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
禁
煙
。
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
何
ら

か
の
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
約
１
・
５
倍
高

ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
し
、
受
動
喫

煙
に
よ
り
周
囲
の
人
の
健
康
も
損
ね
ま
す
。

　

飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
食
道
が
ん
、
大
腸

が
ん
と
強
い
関
連
が
あ
り
ま
す
。

　

食
生
活
で
は
減
塩
す
る
こ
と
や
野
菜
・
果

物
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で
、
胃
・
食
道
が

ん
の
リ
ス
ク
が
減
少
し
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
や
運
動
な
ど
で
体
を
動
か
す

人
ほ
ど
、
が
ん
全
体
の
発
生
リ
ス
ク
が
低
く

な
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
太
り
す
ぎ
で
も
痩
せ
す
ぎ
で
も
全

て
の
原
因
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
は
高
く
な
る

こ
と
か
ら
、
適
正
体
重
の
維
持
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

●
胃
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
が
対
象
で
、
２
年
に
１
回
の
受

診
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
胃
の
エ
ッ
ク
ス

線
か
内
視
鏡
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

40
歳
以
上
が
対
象
で
、
年
１
回
の
受
診
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
を
行
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
は
、
結
核

検
診
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

●
大
腸
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
が
対
象
で
、
年
１
回
の
受
診
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
腸
か
ら
の
出
血
が

混
じ
っ
て
い
な
い
か
を
検
便
に
よ
り
検
査
し

ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

20
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
で
、
２
年
に
１

回
の
受
診
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
視
診
、

子
宮
頸
部
の
細
胞
診
と
内
診
を
行
い
ま
す
。

●
乳
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
で
、
２
年
に
１

回
の
受
診
を
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
房
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
ま
た

は
乳
房
超
音
波
検
査
を
行
い
ま
す
。

●
前
立
腺
が
ん
検
診

 

国
の
指
針
で
は
ま
だ
推
奨
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
町
で
は
50
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象

に
、
採
血
に
よ
る
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
を
受
け
て
「
異
常
あ
り
」
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
精
密
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
検
診
で
見
つ
か
る
が
ん
は
、

ほ
ぼ
治
癒
可
能
な
早
期
が
ん
で
す
。
必
要
以

上
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
精
密
検
査

で
本
当
に
が
ん
な
の
か
を
確
か
め
、
早
期
に

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
「
異
常
な

し
」
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
つ
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
が
ん
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
見
す

る
た
め
に
、
定
期
的
に
検
診
を
受
診
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
が
ん
検
診

に
加
え
て
、
特
定
健
診
も
一
緒
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
町
内
の
健
診
機
関
の
み
）。

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た

め
に
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
を
対
象

に
、
身
体
測
定
、血
圧
測
定
、血
液
・
尿
検
査

な
ど
の
健
診
を
行
い
ま
す
。
お
済
み
で
な
い

人
は
、ぜ
ひ
一
緒
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
田
中

　
　

☎
○内
１
４
２

参
考
文
献
：
公
益
財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興
財
団
「
が
ん

検
診
」、国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー「
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」

　

「
が
ん
」
は
自
覚
症
状
が
出
る
頃
に
は
、

か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

症
状
が
出
る
前
に
見
つ
け
る
こ
と
が
、
死
亡

率
を
減
少
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

早
期
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
予
後
も
良

く
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

苓
北
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
加
入
者
と
、
検
診
を
受
け
る
機
会

が
な
い
社
会
保
険
加
入
者
を
対
象
に
本
年
12

月
ま
で
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
〈
表
１
〉
に
示
す
契
約
医
療

機
関
に
直
接
電
話
で
予
約
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
予
約
の
際
は
「
苓
北
町
の
が
ん

検
診
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人

の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
「
が
ん
検
診
」
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
が
、
「
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た

め
の
特
効
薬
」
に
な
る
の
で
す
。

　

現
在
、
日
本
で
は
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮

頸
部
・
乳
房
の
５
つ
の
「
が
ん
検
診
」
が
有

効
な
検
診
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
診
は
、
死
亡
を
防
ぐ
効
果
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
効
果
に
加
え
て
、
検
診
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討

し
た
上
で
、
対
象
と
な
る
年
齢
や
受
診
間
隔

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「あなた」と「あなたを必要とする人」のために

行こう　がん検診へ
「がん」は、日本人にとって国民病ともいえる病気です。
国民の２人に１人が「がん」になり、３人に１人が「がん」
で亡くなっています。どうすれば防げるのでしょうか。

「○」＝〈図１〉で示すがん検診を行っています。
「☆」＝胃がん胃ｶﾒﾗ検診を行っています。「★」＝乳房超音波検診を行っています。「＊」＝喀痰検査を行っています。
各種検診の自己負担額は、各契約医療機関で異なります。役場福祉保健課または契約医療機関へおたずねください。

〈図１〉

〈表１〉

〈図の見方〉
①対象者
②自己負担額

●前立腺がん検診
（血液検査）
①50歳以上の男性
②50～74歳
　600円～1,000円
　75歳～
　300円～500円

●乳がん検診
（マンモグラフィ）
①40歳以上の女性
②40～74歳
　1,000円～1,700円
　75歳～
　500円～700円
●子宮がん検診
（頸部細胞診検査）
①20歳以上の女性
②20～74歳
　1,000円～1,300円
　75歳～
　500円～700円

●肺がん検診（胸部Ｘ線検査）
①40歳以上の男女
②40～74歳　600円～700円
　75歳～　　 300円～400円
●胃がん検診（胃部Ｘ線検査）
①40歳以上の男女
②40～74歳 2,500円～2,800円
　75歳～ 　 1,300円～1,400円
●大腸がん検診（便潜血検査）
①40歳以上の男女
②40～74歳　400円～500円
　75歳～　　 200円～300円

契約医療機関名

猪口医院

苓北クリニック

天草慈恵病院

苓北医師会病院

天草中央総合病院

天草地域健診センター

天草第一病院

胃がん

☆

○☆

○☆

○☆

○☆

○☆

肺がん

○＊

○＊

○＊

○＊

○＊

○＊

大腸がん

○

○

○

○

○

○

乳がん

○★

★

○★

○★

○★

子宮がん

○

○

○

前立腺がん

○

○

○

○

○

○

○

電話番号

37-0001

35-1119

37-1730

35-1133

22-0077

24-4166

24-3777

●苓北町で受けられるがん検診と受診できる年齢
20歳 30歳 40歳 50歳以上

子宮頸がん（女性）

乳がん（女性）

胃がん・大腸がん・肺がん

前立腺がん（男性）

18  広報れいほく ２０１８ ９月号19 広報れいほく ２０１８ ９月号

－information－ 福祉保健課

早
期
発
見
で
命
を
救
う
「
が
ん
検
診
」

が
ん
予
防
の
カ
ギ
は
５
つ
の
生
活
習
慣

日
本
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
５
つ
の
検
診

苓
北
町
で
受
け
ら
れ
る
が
ん
検
診
と
は

異
常
が
あ
っ
た
時
は
必
ず
精
密
検
査
を

国
保
の
方
は
、一
緒
に
特
定
健
診
も
！

かくたん

け
い



天
草
地
域
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
で
は
、

毎
月
第
３
水
曜
日
に
犬
の
し
つ
け
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
愛
犬
の
し
つ
け
に
お
悩

み
の
方
、
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
方
な

ど
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
（
す
べ
て
水
曜
日
）　

　

①
10
月
17
日　

　

②
11
月
21
日　

　

③
12
月
19
日　

　

④
平
成
31
年
１
月
16
日　

　

⑤
２
月
20
日　

　

⑥
３
月
20
日

※
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

※
一
人
30
分
程
度
で
先
着
６
名
。

▼
場
所　

▽
①
③
④
⑥
＝
天
草
保
健
所

　

▽
②
＝
上
天
草
市
役
所
大
矢
野
庁
舎

　

▽
⑤
＝
上
天
草
市
松
島
庁
舎

▼
講
師　

塚
本
光
氏

（
家
庭
犬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

問　

天
草
地
域
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
事
務

局　

担
当
／
木
村　

☎
23
―
０
１
７
２

【
第
３
回
対
象
＝
豆
腐
製
造
業
者
】

▼
日
時　

11
月
８
日
㊍
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
本
館
８
０
１
会
議
室

【
第
４
回
対
象
＝
魚
肉
ね
り
製
品
製
造
業
者
】

▼
日
時　

11
月
９
日
㊎
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
本
館
８
０
１
会
議
室

問　

天
草
保
健
所　

☎
23
―
０
１
７
２

　

天
草
食
品
衛
生
協
会　

☎
23
―
０
８
８
７

　
〜
深
め
よ
う 

絆 

未
来
へ
の
か
け
橋
〜

児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に
つ
く
り
上
げ
、

日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露
す
る
学
校
祭
で

す
。
小
学
部
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
、
中
・

高
等
部
の
作
業
製
品
や
地
域
の
施
設
に
よ
る

販
売
、
児
童
生
徒
や
地
域
の
団
体
に
よ
る
楽

し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
14
日
㊐
9
時
20
分
〜
14
時

▼
場
所　

天
草
支
援
学
校
（
天
草
市
本
町
）

問　

天
草
支
援
学
校　

担
当
／
北
坂

　
　

☎
23
―
０
１
４
１　

▼
日
時　

10
月
12
日
㊎
13
時
〜
15
時

▼
場
所　

牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
・
天
草
下
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
第
２
会
議
室

▼
内
容　

講
義
「
発
達
障
が
い
と
は
？
」
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 ☎35-1111　　FAX 35-2454

INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの
お知らせ、くらしの情報

2021

　

11
月
17
日
・
18
日
に
開
催
す
る
４
年
に
一

度
の
「
産
業
文
化
祭
」
で
展
示
す
る
生
活
文

化
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

趣
味
で
作
成
さ
れ
て
い
る
―
手
作
り
人

形
、
掛
け
軸
、
生
け
花
、
絵
画
、
洋
服
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
―
な
ど
の
作
品
で
、
一
人
１
点

（
団
体
の
場
合
は
、
会
員
一
人
に
つ
き
１

点
）
と
し
ま
す
。

　

展
示
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
企
画

政
策
課
ま
た
は
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の

「
作
品
展
示
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
め
切
り　

10
月
９
日
㊋

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
受
付
終
了

後
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
が
、
作
品
の
搬

入
・
展
示
と
搬
出
に
つ
い
て
は
、
展
示
者
本

人
で
お
願
い
し
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課　

担
当
／
伊
藤

　
　

☎
○内
２
１
２

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方
改
革

関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
、

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
が
原
則
と
な

り
ま
す
。

②
使
用
者
は
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
て
い
る
全
て
の
労
働
者
に
対

し
、
毎
年
５
日
、
時
季
を
指
定
し
て
年
次

有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用
労
働

者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間
で
、
基
本

給
や
賞
与
等
の
個
々
の
待
遇
ご
と
に
不
合

理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
（
２
０

２
０
年
４
月
１
日
〜
）

問　

熊
本
県
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
　

☎
０
９
６
―
３
５
２
―
３
８
６
５

　

本
年
６
月
13
日
に
食
品
衛
生
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
食
品
取
扱
事
業
者
は
２
０
２

０
年
６
月
ま
で
に
衛
生
管
理
計
画
等
を
作
成

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
左
記
に
よ
り
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
第
１
回
対
象
＝
め
ん
類
製
造
業
者
】

▼
日
時　

10
月
４
日
㊍
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
本
館
１
０
０
２
会
議
室

【
第
２
回
対
象
＝
漬
物
製
造
業
者
】

▼
日
時　

10
月
５
日
㊎
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
本
館
１
０
０
２
会
議
室

▼
講
師　

わ
る
つ
ス
タ
ッ
フ

▼
対
象　

高
校
生
ま
で
の
子
を
も
つ
保
護
者

▼
申
し
込
み　

10
月
９
日
㊋
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
わ
る
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
問　

熊
本
県
南
部
発
達
障
が
い
者
支
援
セ

　
　

ン
タ
ー 

わ
る
つ

　
　
　

☎
０
９
６
５
―
62
―
８
８
３
９

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
間
に
更
に
相
続

が
発
生
す
る
と
、
相
続
人
の
調
査
に
時
間
が

か
か
る
上
、
相
続
登
記
の
手
続
き
費
用
が
高

額
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
在
不
明
の
方
に

相
続
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
登
記
を
含

め
た
相
続
の
手
続
き
が
極
め
て
困
難
と
な
り

ま
す
。

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
た
め
、
今
後

の
た
め
に
も
相
続
登
記
を
お
勧
め
し
ま
す
。

各
種
相
続
手
続
き
が
簡
単
に
な
る
「
法
定

相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
籍
、

除
籍
謄
本
等
と
相
続
関
係
を
一
覧
図
に
し
て

法
務
局
に
出
し
て
頂
け
れ
ば
、
登
記
官
が
そ

の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料

で
交
付
し
、
そ
の
写
し
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
金
融
機
関
な
ど
各
種
窓
口
に
戸
籍
、
除

籍
謄
本
等
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
こ
の
写
し
を
税

務
署
に
提
出
す
る
相
続
税
申
告
の
添
付
書
類

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
い
手
続
き
は
「
熊
本
地
方
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

※
必
要
書
類
は
各
機
関
で
異
な
り
ま
す
の

で
、
提
出
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

熊
本
地
方
法
務
局
天
草
支
局

　
　

☎
22
―
２
４
６
７

（
第
28
回
ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
・
天
草
文
化

協
会
）

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
人

▼
日
時　

11
月
４
日
㊐
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
集
合
場
所　

棚
底
港
（
倉
岳
町
）

▼
定
員　

40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
内
容
（
見
学
先
）　

御
所
浦
島
一
周
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
、
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
（
御

所
浦
歴
史
講
話
）
、
烏
峠
な
ど
。

▼
参
加
費　

２
，５
０
０
円
（
船
代
、
保
険

料
、
弁
当
・
お
茶
代
、
資
料
代
な
ど
）

▼
申
し
込
み　

10
月
10
日
㊌
必
着
で
、
往
復

は
が
き
〈
氏
名
・
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
〉
で
〈
〒
８
６
３
―

０
０
１
７ 

天
草
市

船
之
尾
町
11
―

4 

天
草
文
化
協
会
事
務
局

（
本
渡
地
区
公
民
館
内
）
〉
宛
て
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問　

天
草
文
化
協
会
事
務
局　

担
当
／
嶺

　
　

☎
０
９
０
―
４
７
７
９
―
４
０
４
０

「
で
あ
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

　
　
　
　
　
　
　

天
草
支
援
学
校

「
発
達
障
が
い
と
は
？
」

　

保
護
者
向
け
講
座
を
開
催
し
ま
す

開
催
さ
れ
ま
す
！　

小
規
模
事
業
者
向
け

「
衛
生
管
理
計
画
作
成
研
修
会
」

苓
北
町
産
業
文
化
祭
の　

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

「
御
所
浦
ぐ
る
っ
と
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　
　
　
　
　

化
石
と
史
跡
を
巡
る
」

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

犬
の
し
つ
け
相
談
会

働
き
方
が
変
わ
り
ま
す

無料
電話

39-0003（会計） 39-0002（税務/福祉） 39-0000（商工/農水/土木） 39-0001（水道）
39-0004（企画） 39-0005（議会） 35-2111（委員会） 35-1233（調理場） 35-1111（総務課）

□申…申し込み先　□問…問い合わせ先　○内…内線　○町…町内無料電話

問　福祉保健課　担当／田中　☎○内１４２

献血にご協力ください
福祉保健課

　毎日多くの尊い生命が、皆さんの善意による輸血により救われています。しかし、血液は人
工的に造ることができませんし、長期間にわたって保存することもできません。このため、輸
血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくために、絶えず誰かの血液が必要になります。
特に残暑が厳しいこの時期には献血者が減り、血液が不足がちになります。
　苓北町では下記の日程で献血の受付を行います。献血は、身近にできるボランティアですの
で、皆さんの温かいご協力をお願いします。

■日時　１０月４日（木）
　　　　９時～11時30分
　　　　12時30分～15時30分
■場所　苓北町保健センター
■献血の種類　４００㎖献血のみ
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https://www.hellowork.go.jp
求  人  情  報求  人  情  報【常用一般分抜粋】９月３日現在

善意の寄附 ありがとうございました

こせきの窓 ８月受付分

（敬称略）

お悔やみ申し上げます （敬称略）

幸せにゴールイン （敬称略）

　
　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

釜の下　　岡部　星龍（せいりゅう）
白木尾　　田中　斗真（とうま）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

出来町　岩下　勝也　　出来町　吉川　千秋

　区  名　　 　 　氏　　名　　         年齢

松　原　　宮﨑キヨノ　　99歳
中　村　　冨永ミツル　　93歳
内　田　　江上ミツコ　　92歳
城　下　　大仁田糸枝　　88歳
元　袋　　田中カナエ　　94歳
馬　場　　富岡登美枝　　91歳
下　向　　山﨑ツユ子　　92歳
涼　松　　大田キヨコ　　92歳

●社協寄付（８月受付分）
松﨑　励作さん　　宮﨑　朝志さん
髙見ムツ子さん　　冨永　文明さん
田中　政孝さん　　富岡　智燈さん
江上　繁隆さん　　園　　好枝さん
山﨑　敏廣さん　　大仁田清明さん
●広報れいほく郵送料寄付（H30.8.16～H30.9.14）
林田　右紀さん（愛知県）　　林田　　勇さん（奈良県）
尾﨑　　忠さん（兵庫県）　　川上タケノさん（苓北町）

〈新生活運動の推進〉お返しは廃止し、お礼状を送りましょう

茂光・麻美子
秀和・ゆみ子

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号
3413981

3414581

3418281

3420681

3421981

3423481

3430581

3433881

3438681

3441881

3449481

3531881

3331381

3332681

3335481

3323081

3320881

3300981

41020- 3672981

3242181

3215781

3217281

3218181

3219081

3174581

3175481

3154181

3155081

3160881

3140981

3141581

3142481

43010-28639981

43010-28026381

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃

天草市地区
苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
59歳以下
不問
不問
不問
59歳以下
59歳以下
59歳以下
不問
不問
35歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
64歳以下
18歳以上

349,800円～389,400円

203,000円～223,000円

201,000円～229,500円

194,000円～249,500円

172,800円～185,800円

172,800円～185,800円

172,800円～185,800円

140,000円～213,800円

163,200円～181,200円

163,200円～181,200円

187,000円～231,000円

192,000円

140,000円～213,800円

140,000円～213,800円

148,000円～172,700円

150,800円～168,800円

132,000円～150,000円

276,000円～345,000円

163,200円～244,800円

135,300円

180,000円～225,000円

153,000円～200,000円

210,000円～250,000円

131,000円～136,000円

176,000円～286,000円

242,000円～352,000円

175,000円～213,000円

185,000円～253,000円

163,200円～181,200円

150,800円～162,800円

165,000円～180,000円

195,000円～215,000円

156,000円～161,000円

143,000円～192,500円

薬剤師（天草慈恵病院）
看護師（天草慈恵病院）
社会福祉士（天草慈恵病院）
介護支援専門員［ケアマネージャー］（居宅介護支援事業所）
介護福祉士（天草慈恵病院）
介護福祉士（介護老人保健施設　慈恵苑）
介護福祉士（通所リハビリ）
生活支援員（介護職）／正社員
介護職（介護老人保健施設　慈恵苑）
介護職（通所リハビリ）
大工（造作工事）
森林整備員
生活支援員：介護職（天草更生園）／正社員
給食調理員（天草更生園）／正社員
調理師（天草慈恵病院）
訪問介護（ホームヘルパー）
プリント加工作業
建築大工
作業員（鉄工、塗装、溶接、配管）
医療事務
看護師
准看護師
作業療法士
看護助手
建築土木作業員
建築大工
臨床検査技師（天草慈恵病院）
作業療法士（天草慈恵病院）
看護補助者（天草慈恵病院）
介護職（生活支援員）（はまゆう療育園）
准看護師（はまゆう療育園）
看護師（はまゆう療育園）
正社員ヘルパー（天草）
警備係／天草市地区

2人
3人
1人
1人
1人
2人
1人
4人
1人
1人
2人
5人
2人
2人
1人
1人
1人
2人
3人
1人
2人
2人
1人
2人
1人
1人
1人
1人
3人
1人
1人
1人
1人
3人

子どもの急な病気の相談に応じます

■ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話からは
　☎０９６－３６４－９９９９

☎＃８０００番

■受付日時　平日：19時～翌８時
　　　　　　土曜：15時～翌８時
　　　　　　日・祝： ８時～翌８時

天草保健所

10月休日当番医
☎３７－１１１１

☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３５－１１１９
☎３５－１１３３

10月　７日
８日

14日
21日

28日

（日）
（月・祝）

（日）
（日）

（日）

慈恵病院
慈恵病院

慈恵病院
慈恵病院
苓北クリニック
苓北医師会病院

（内）

（内・整・泌・耳・ﾘﾊ・小〈午後〉）
（外）
（内）

（内・消）
（泌）

10月
休館日のお知らせ
麟泉の湯　　　　  ☎３５－３７７０
４日（木）・18日（木）
苓北町歴史資料館  ☎３５－０７１２
毎週木曜日
温泉プール　　　  ☎３５－３３０１
※施設の改修工事のため、
　来年１月末（予定）まで休館します。
富岡ビジターセンター  ☎３５－０１７０
毎週水曜日

【付加年金】
　国民年金の定額保険料（16,340円／月）のほかに付加保険料（400円／月）を納めたときは、次の式で計算した額が老齢
基礎年金に加算されます。
　付加年金額＝200円×付加保険料納付月数
　例：40歳から20年間納め続けると付加保険料は、400円×240月（12月×20年）＝96,000円
　　　受け取る付加年金額は、月額200円×240月（納めた月数）＝年間48,000円

　付加保険料は任意で加入したときから納めることができます。ただし、農業者年金に加入している人は、必ず納めるこ
とになっています。また、国民年金基金に加入した人は、付加保険料は納めることができません。
　納付期限を経過した場合でも、期限から２年間は納めることができます。さらに、平成28年4月から31年3月までは、納
付期限内に納付されなかった付加保険料について、過去10年分は納付することができます。

□申□問　税務住民課　担当／田中め　☎○内１０6
【国民年金基金】
　国民年金の定額保険料（16,340円／月）のほかに、上乗せ部分の掛金を納めると、加入口数に応じた年金額を受け取れ
ます。掛金は、年齢、男女の別、加入の型、加入口数で異なり、国民年金への上乗せ額が自由に設定できます。早めに加
入した方が毎月の掛金が安くなります。
　 例）男性A型１口目に加入の場合

　基金掛金は全額社会保険料控除の対象となり、所得税や住民税が軽減されお得です。また、受給する年金は公的年金等
控除が適用されます。ただし、国民年金保険料の免除や猶予を受けている人、農業者年金に加入している人は国民年金基
金には加入できません。加入は自由にできますが、いったん加入すると、自分の都合で脱退及び中途解約することはでき
ません。

○国民年金の２つの上乗せ制度
　…「付加年金」と「国民年金基金」

□申□問　熊本県国民年金基金　☎0120－65－4192
ローゴ　 ヨ イ ク ニ

国民年金
（老齢基礎年金）＋

加入時年齢
３０歳０カ月
４０歳０カ月
５０歳０カ月

掛　金
１０，１７０円（月）
１２，４０５円（月）
１７，９４０円（月）

年間の基金年金額（月額）
２４０，０００円（２０，０００円）
１８０，０００円（１５，０００円）
１２０，０００円（１０，０００円）

　８２０，０００円の寄附がありました。（24件）

　寄附金は基金として積み立て、必要に応じて皆さ

まが指定された事業に使用します。

　「感謝の品」に「福田さん家のオリーブ茶」（自家

農園で栽培したオリーブのお茶セット）を新規登録

しました。町ホームページを参照ください。

□問  総務課  ☎○内２０７

天草苓北ふるさとづくり寄附金（H30.4.1～H30.9.12）

・弔　慰　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるもの

への賛助
・接　遇　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に

係る経費
・みやげ・記念品　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係

る経費
・その他　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

　町長交際費とは、町
長が円滑な行政運営を
図るために町を代表し
て行う外部との交際に
要する経費です。クリー
ンな行政運営を目指す
苓北町では、町長交際
費を毎月公表します。

（平成３０年８月処理分）
区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
計

件数
０件
０件
１件
０件
０件
０件
０件
０件
１件

金　額  
0円
0円

15,000円
0円
0円
0円
0円
0円

15,000円

問　総務課　☎○内２０７　○町35－1111



　８月 13 日の夕暮れ時、上津深江地区であった恒例の盆踊
り大会を訪れました。分校跡地に組まれた櫓。日の暮れとと
もに踊る人々のシルエットが浮かびあがります。
　子ども達は、慣れないラムネの瓶に悪戦苦闘。
　どこか懐かしい、ゆっくりと時が流れる、そんな場所だっ
たような気がします。
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携帯・スマートフォンでホーム
ページを見ることができます。
reihoku-kumamoto.jp

広報写真館 わが町、お盆を撮り歩き。

　８月14日、24回目となる坂瀬川ペーロン
大会盆決戦が開催され、西川内区が見事６
連覇を達成しました。（タイムは４’11”62、
準優勝は浦区で４’19”62）
　各地区のペーロン船には、帰省された皆
さんが多く乗船し、力一杯漕ぐ姿が印象的
でした。

　８月 16 日、４月に田植えした稲が立派
に実り、志岐小・富岡小の５年生児童らが
カマを使って稲刈りを体験しました。
　主催した水土里ネット苓北（土地改良区）
の倉田明理事長は、「立派に育った。かか
しがすずめと台風から守ってくれた。楽し
んで刈ってほしい」と話しました。
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上手に刈り、満面の笑みを見せる児童

６連覇を達成した西川内区

分校跡地に組まれた櫓で踊りを披露する皆さん

ラムネの早飲み競争

西川内が６連覇！
多くの帰省客も参加

坂瀬川ペーロン大会盆決戦

小学生が稲刈り体験！
田んぼの学校inれいほく




